
 

  

国際ロータリーテーマ     2017～2018 年度 東京小金井さくらロータリークラブのテーマ         

           今ここにいる意味を自覚しよう！ 

   

 

   国際ロータリー会長        第 2750 地区多摩中グループ、東京小金井さくらロータリークラブ 

        イアン・ライズリー                                     2018/6/ 27 発行             

第 1186 回 例会報告     平成 30 年 6 月 13 日〔水〕12:30～13:30  

       本日のプログラム:  卓話講師  関 真吾 様  

  

■点鐘開会       佐藤剛会長エレクト 

■ロータリーソング  『友は我が影』  

■お客様紹介      佐藤剛会長エレクト   

ビジター： 小島義一様 

 【東京小金井ＲＣ】 

    

 

     

ゲスト： 卓話講師 関 真吾様   

          船田 純様 

                          

■会長の時間      佐藤剛会長エレクト 

本日は波多野会長がお休みです、

次年度会長幹事で代役を務めま

すので、宜しくお願い致します。 

昨晩は地区の会長幹事会、及び

打 上 会 に

出席してきました。当クラブ

としては“ガバナー賞”RI

会長提唱の会員一人一本の

植樹を行おう“の呼びかけに

答えた植樹がみとめられま

した。報告いたします。 

 

■会務報告         後藤佳子副幹事 

＊本日の会務報告は次回例会では 2017～2018 年

度の活動報告をしていただきます。

各委員会委員長は発表をお願い致

します。また当日欠席の予定の委員

長は事前に報告書の提出を併せて

お願い致します。 

■委員会報告  なし 

■出席委員会           鴨下委員 

  会員数２４名・欠席者 5 名 

  本日の出席率 ７９，１７ ％ 

       前回・前々回の訂正はありません                

■ニコニコボックス        橋田委員 

佐藤 剛会員：リハビリテーション病院、関様本日

は卓話をお引受いただき、ありがとうございます。

どうぞ宜しくお願い致します。【ニコニコ】 

      本日の集計 2000 円  累計 499,000 円 

■本日の卓話    講師紹介：真野委員長 

本日紹介者の波多野会長の紹介文

を代読します。巨樹の会小金井リ

ハビリテーション病院は東八道路

の大和教習所跡に 2012 年に開院さ

れ、地域に根差した回復期リハビ

リテーション医療を行っておられます。私は評議委

員として参加させていただいておりますが、リハビ

リ後の帰宅率の高さにはいつも驚かされます。金医



院長のお人柄も魅力的ですし、医師、理学療法士、

作業療法士の方々は若く、元気で好感の持てる方達

です。小金井にリハビリテーション病院がある事が

財産にもなりうることだと思います。どうぞ宜しく

お願い致します。     

卓話講師： 関 真吾様   作業療法士 

 本日のテーマ： 

   小金井リハビリテーション病院・紹介 

基本方針 

1.安心・安全な医療学問的に

高い水準の安心・安全な医療

を提供します。そのために必

要な施設・設備の整備拡充に

努めます。 

2.回復期リハビリテーション医療患者様・家族と

医療情報を共有し、回復期リハビリテーション病

院として入院から在宅まで一貫した、患者様のニ

ーズに沿った安心できるチーム医療を提案しま

す。 

3.地域医療地域の医療・福祉施設と密接な連携を

とり、寝たきり「ゼロ」、在宅復帰を目標に誰で

も安心して利用できる、回復期リハビリテーショ

ン病院を目指します 

回復期リハビリテーション病棟とは 

脳血管障害や骨折の手術などのため急性期で治療を

受けて、病状が安定し始めた発症から 1～2 ヶ月後の

状態を回復期といいます。 この回復期といわれる時

期に集中的なリハビリテーションを行なうことで低

下した能力を再び獲得するための病棟を回復期リハ

ビリテーション病棟と言います。 当院では回復期対

象の患者様に対して、機能の回復や日常生活で必要な

動作の改善を図り、寝たきり防止と社会や家庭への復

帰を目的とした、各患者様ごとのリハビリテーション

プログラムに基づき、医師、看護師、ケアワーカー、

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、ソーシャルワ

ーカー、薬剤師、管理栄養士等が共同で集中的なリハ

ビリテーションを提供いたします。 

取組として 

離床活動：個別訓練以外にも、趣味活動やレクリ

エーション、体操などの集団訓練を行い、起きて

生活する習慣をつけていただきます。起きて生活

する習慣をつけることで、家に帰ってもベッドか

ら離れて生活することができます。 

運動：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が個

別訓練を行います。最大 1 日 3 時間・365 日体制

で、毎日途切れることなくリハビリテーションを

行います。一人ひとりの患者様の状況を病棟スタ

ッフと共有し、「できるＡＤＬ」ではなく、「し

ているＡＤＬ」にアプローチしていきます。 

社会交流：院内での患者様同士や家族様同士の交

流を図り、退院後に続く仲間作りを支援していき

ます 

 

 

 

■点鐘閉会       佐藤剛会長エレクト 

                                        

                       

            事務所：東京都小金井市本町５－１１－６  伊藤ビル３Ｆ 

                    TEL 042-387-6688    FAX 042-387-8008 

  例会場：東京都小金井市本町２－５－４    多摩信用金庫・小金井支店４Ｆ 

  会 長: 波多野典子  幹 事：佐藤 剛     会報・プログラム委員長：真野文恵 

                   e-mail：sakura-rc@jcom.home.ne.jp    委 員：遠藤・黒田・成澤・松本・渡辺 



 

 

 

 



 

  

 



 


